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令
和
７
年
４
月
１
日
に
「
令
和
７
年

度
の
事
業
計
画
発
表
会
」
が
執
り
行
わ

れ
、
川
崎
理
事
長
、
老
健
、
訪
問
看
護
、

き
が
る
館
の
代
表
者
に
よ
る
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
の
前
に
、
パ
ー
パ
ス

（
P
u
r
p
o
s
e
）
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ー
パ
ス
と
は
、
企
業
や
組
織
、

個
人
が
存
在
す
る
目
的
や
意
義
、
志
な

ど
を
意
味
す
る
言
葉
。
根
幹
に
な
る
も

の
で
、
事
業
の
原
点
・
根
本
の
事
。
南

山
会
の
パ
ー
パ
ス
は
「
医
療
と
福
祉
と

介
護
の
力
で
、
誰
も
が
幸
せ
だ
と
思
え

る
世
界
を
創
造
す
る
」。
昨
年
度
か
ら
取

り
組
み
続
け
て
い
る
も
の
で
す
。
改
め

て
理
事
長
か
ら
「
大
事
に
し
て
い
る
の

は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
分
。
職
員
が
生
き

生
き
と
働
く
事
で
、
当
事
者
が
生
き
生

き
と
し
て
く
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
選

ば
れ
る
法
人
に
な
っ
て
く
る
。
職
員
の

幸
せ
が
無
け
れ
ば
、
患
者
や
利
用
者
を

幸
せ
に
し
て
い
く
事
は
出
来
な
い
」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

目
標
Ⅰ
『
新
棟
建
設
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
経
営
基
盤
を
強
化
』 

　

高
齢
者
・
認
知
症
者
の
快
適
な
療
養

環
境
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
機
能
的
な
職
場
環
境
、

新
興
感
染
症
対
策
を
目
的
と
し
て
、
老

朽
化
し
た
認
知
症
治
療
病
棟
お
よ
び
介

護
老
人
保
健
施
設
の
改
築
を
計
画
。

目
標
Ⅱ
『
地
域
の
医
療
難
民
、

　
　
　
　
　
　
　
介
護
難
民
を
ゼ
ロ
』

　

認
知
症
治
療
病
棟
２
病
棟
体
制
（
リ

ス
タ
ー
ト
病
棟
、ク
レ
ル
病
棟
）
を
維
持
。

地
域
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
と
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。
入
院
後
は
円
滑
に

地
域
に
戻
し
て
い
く
流
れ
を
構
築
す
る
。

目
標
Ⅲ
『
職
員
一
人
ひ
と
り
の
価
値
を

高
め
る
た
め
Ｐ
Ｈ
Ｄ
経
営
を
実
践
し
て

い
く
』

　

医
療
従
事
者
と
し
て
の
価
値
の
向
上

を
目
指
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
で
、
病
院
の
価
値
を
高

め
て
い
く
。

　

事
業
所
必
須
研
修
【
虐
待
防
止
】
が

３
月
18
日
と
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
①
精
神
保
健
福
祉
法
改
正

（
虐
待
防
止
関
係
）
精
神
病
院
の
管
理
者

の
義
務
・
通
報
に
関
す
る
義
務
に
つ
い

て
、
②
当
法
人
に
お
け
る
調
査
結
果
の

概
要
（
虐
待
の
防
止
や
対
応
に
対
す
る

調
査
結
果
の
説
明
）、
③
虐
待
行
為
類
型

と
、
そ
の
具
体
的
内
容
、
④
当
法
人
に

お
け
る
相
談
・
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
⑤
お
わ
り
に
で
し
た
。

　

虐
待
に
は
５
つ
の
種
類
が
あ
る
。
①

身
体
的
虐
待
、
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

若
し
く
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を

加
え
、 

又
は
正
当
な
理
由
な
く
身
体
を

拘
束
す
る
こ
と
、
②
心
理
的
虐
待
、
著

し
い
暴
言
又
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応

又
は
不
当
な
差
別
的
言
動
そ
の
他
の
著

し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行

う
こ
と
、
③
性
的
虐
待
、
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
こ
と
又
は
わ
い
せ
つ
な
行

為
を
さ
せ
る
こ
と
、
④
ネ
グ
レ
ク
ト
放

置
・
放
棄
、
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著
し

い
減
食
又
は
長
時
間
の
放
置
、
身
体
・

心
理
・
性
的
虐
待
行
為
と
同
様
の
行
為

の
放
置
、
⑤
経
済
的
虐
待
、
財
産
を
不

当
に
処
分
す
る
こ
と
、
不
当
に
財
産
上

の
利
益
を
得
る
こ
と
。

　
「
虐
待
の
５
類
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
は
10
人
中
３
人
が
知
ら
な
い

と
い
う
結
果
を
受
け
ま
し
た
。
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら
学
べ
ば
良
く

て
、
学
び
を
今
後
に
生
か
し
て
い
く
事

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
法
定
研
修
の

学
び
や
気
づ
き
を
、
各
部
署
で
わ
か
ち

あ
い
ま
し
ょ
う
。
適
切
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
か
ら
こ
そ
、
虐
待
リ
ス
ク
が
軽
減

し
ま
す
。
虐
待
行
為
類
型
の
例
を
も
と

に
、
日
々
の
関
わ
り
を
振
り
返
り
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
に
至
る
過
程
迄
の
背
景
や
経

緯
を
皆
で
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
事

で
職
員
も
護
る
。
そ
れ
を
支
え
る
体
制
・

環
境
を
整
備
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と

研
修
の
お
わ
り
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

訪
問　
金
丸

虐
待
防
止

必須研修

令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
発
表
会
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Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｔ
実
地
指
導
内
容
も
取
り
入
れ
、

考
察
し
当
院
職
員
が
安
心
し
て
使
用
出
来

る
も
の
を
作
り
上
げ
る
努
力
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
委
員
が
主
体
的
に
取
り
組

み
、力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
こ
と
で
、

委
員
会
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
向
上
し
横
の

つ
な
が
り
の
広
が
り
、
委
員
の
き
づ
な
の

強
ま
り
が
持
て
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー

ズ
表
の
作
成
を
行
っ
た
さ
い
に
現
在
使
用

し
て
い
る
他
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表

の
見
直
し
、
改
訂
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。ま
た
、作
成
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
を
法
人
内
各
部
署
へ

共
有
す
る
こ
と
が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
年
度
の
取
り
組
み
に
位
置
付
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
感
染
症
予
防
研
究
会
メ
ン

バ
ー
は
、
慶
野
委
員
長
を
中
心
に
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
良
く
結
束
強
く
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
普
段
中
々
関
わ
り
が
少
な
い
他
部
署

ス
タ
ッ
フ
と
温
か
く
良
い
時
間
が
過
ご
せ

ま
し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
、
慶
野
委
員

長
、
中
嶋
さ
ん
、
河
野
さ
ん
、
丹
沢
さ
ん
、

穐
山
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
の
作
成
」

　
「
Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
」

　

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
以
前
と
比
べ
落
ち
着
い
て
き
て
い
る

も
の
の
、
感
染
者
の
増
減
の
波
は
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
が
未
作
成

で
あ
り
、
感
染
症
発
生
時
職
員
が
動
き
づ

ら
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
全
職
員
が
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
作
成
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た

め
感
染
症
予
防
研
究
会
の
中
で
提
案
し
、

委
員
会
全
体
で
多
職
種
の
知
識
、
経
験
を

持
ち
寄
り
作
成
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
、
リ

ス
タ
ー
ト
病
棟
入
院
患
者
が
保
菌
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
く
、
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
職
員
が
日
々

業
務
の
中
で
手
順
を
模
索
し
て
い
る
状
態

で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
病
院
内

の
職
員
が
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
作
成

す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
行
う
上
で
、
資
料
集
め
、
仮

の
フ
ェ
ー
ズ
表
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

感
染
症
予
防
研
究
会
で
見
直
し
修
正
を
重

ね
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
病
原
体
、
発
症
定
義
、
治

療
法
を
ま
と
め
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
抽
出
方
法

も
検
査
を
行
う
職
員
が
迅
速
に
行
え
る
よ

う
に
手
順
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
フ
ェ
ー

ズ
表
は
、「
病
棟
、
老
健
用
」「
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
、
き
づ
な
、
ア
ル
プ
ス
フ
ァ
ー

ム
、
外
来
、
訪
問
看
護
用
」
の
２
種
類
を

作
成
し
ま
し
た
。
入
院
患
者
、
地
域
で
生

活
さ
れ
て
い
る
方
々
用
に
分
け
て
表
現
、

言
葉
一
つ
一
つ
に
気
を
配
り
、
例
え
ば

フ
ェ
ー
ズ
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
発
生
状

況
等
分
か
り
や
す
く
表
現
し
、
誰
が
見
て

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
と
考
え
な
が
ら

作
成
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
、

資
料
が
少
な
く
、
資
料
集
め
に
苦
労
し
ま

し
た
。今
後
も
情
報
収
集
を
行
い
見
直
し
、

改
訂
案
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
、
Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
病
院
機
能
評
価
の
項
目
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
当
院
の
医
療
の
質
向
上
、
安
全
確

保
対
策
が
行
え
た
と
考
え
ま
す
。

　

数
年
間
未
作
成
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
Ｃ
Ｄ
ト
キ
シ
ン
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
を
作
成
し
、
作

成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
フ
ェ
ー
ズ
表
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
継
続
、
よ
り
実
践
的

で
実
際
的
な
も
の
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

経

過

目

標

結

果

今
後
の
課
題

お
わ
り
に

動

機

成

果

令
和
５
年
度 

目
標
管
理
発
表
会

◇殊勲賞◇
リスタート病棟
井上亜沙美

リハビリテーションセンター
森澤　千恵
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　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

【
活
動
曜
日
】
月
末
金
曜
日
午
後

【
活
動
内
容
】

　

復
職
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
は
自
分
と
向
き
合
う
作
業
な
ど
も
多
く
、
大
き

な
負
荷
が
伴
い
ま
す
。
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
仕
事
を
想
定
し
て
長
め
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
―
は
、「
リ
ワ
ー
ク
を
頑
張
っ
て
き
た
自
分
を
労
お

う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
些
細
で
は
あ
り
ま
す
が
自
分
へ
の
ご
褒
美
を
行
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
皆
で
た
こ
焼
き
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て

盛
り
上
が
っ
た
り
と
仕
事
に
関
す
る
事
か
ら
一
旦
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
時
間
は
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
復
職
し
た
後
も
仕

事
を
頑
張
っ
た
自
分
へ
何
か
少
し
で
も
労
い
が
出
来
、
健
康
で
長
く
務
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

プログラム紹介

　生活充実型ユニットの「育てるグループ」から
依頼され、目標志向型ユニットの「ジョブチャレ」
のプログラムで畑の看板を作成しました。デザイ
ンから考え、１年弱かかりました。【フレンズ】
の文字は白樺の木を使用しているなど、こだわり
やアイディアがたくさん詰まった大作です！

　
復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
演
で
す
。
Ｂ
病
棟
で
は
３
月
24
日

に
、
Ａ
病
棟
で
は
３
月
28
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
来
院
い
た
だ
き
、
キ
ー
ボ
ー

ド
を
使
っ
て
病
棟
で
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
昔
懐
か
し
い
音
楽
か
ら
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
ま
で
幅

広
い
音
楽
を
楽
し
む
時
間
を
参
加
さ
れ
た
全
員
で

共
有
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
知
っ
て
い
る
曲
、
知
ら

な
い
曲
と
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ
た
り

と
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
過
ご
す
時
間
の
大
切
さ
も

感
じ
ま
し
た
。「
良
か
っ
た
よ
」「
ま
た
や
っ
て
ほ
し

い
ね
」
と
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
さ

ん
と
音
楽
を
楽
し
む
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
良
い
な

と
思
い
ま
す
。

水仙の花が咲きました

病
棟
レ
ク

『
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
』

Ｂ病棟患者様と水仙の苗を植えまし
た。苗を植えた翌日に葉先が枯れて
しまい、ハラハラしましたが…やっ
と花が咲きました(^^)！
花壇の前をお散歩する時はぜひ見て
ください♪
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

峡西病院の中庭にある満開に咲いたソメイヨシノの下で、写真を撮りました。
１年にこの時にしか楽しめない桜を見て、「こんなに大きな桜があったんだねぇ。
また来年も見られるように頑張ろう。」と話されていました。

『喫茶グループ』は、のんびりと春を感じながらお茶菓子を召し上がりました。
若かりし頃は、近隣の方と一緒に近くの公園に行って、手作りの弁当やおつまみを持ち
寄り、日が暮れるまで花見を楽しんだそうです。楽しかった話は尽きることなく、時間
いっぱいまで話されていました。

「いつもと違う雰囲気で食
べるおやつは格別だねぇ。」
と話され、心地よい風を感
じながら、かけがえのない
時間を過ごされ
ました。

青空が広がる気持ちの良い日に、利用者様の中から希望を募り、ドライブに出掛けました。
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今回は、川口敦さんにおすすめの
本を聞きました！

本の題名：風に舞い上がるビニールシート
（作者：森絵都／出版社：文藝春秋／出版年：2006年）

●本の内容は？
　『風に舞いあがるビニールシート』は、森絵都による短編集で、第135回直木賞を受賞した作品
です。６つの短編が収められており、それぞれの物語が「人生の選択」や「価値観」をテーマに
描かれています。表題作では、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）で働く女性の葛藤が描かれ、
読者に深い余韻を残します。他にも、天才的なパティシエに振り回される女性や、捨て犬の世話
に献身する主婦など、多様な人生の断片が繊細に描かれています。

●おすすめのポイントは？
　この作品の魅力は、登場人物たちがそれぞれの価値観を大切にしながら生きる姿を描いている
点です。どの物語も、主人公が「自分にとって大切なもの」を守るために奮闘する姿が印象的で、
読者に「自分の価値観とは何か？」を問いかけます。
　また、森絵都の文章はシンプルながらも情感豊かで、読者の心に深く響きます。特に表題作の
「風に舞いあがるビニールシート」では、難民支援に使命感の抱く夫と、その夫を支えながらも
夫の身を案じ、葛藤する妻の関係がリアルに描かれ、読後に考えさせられる作品となっています。
人生の選択に迷う人や、価値観を見つめ直したい人におすすめの一冊です。

「患者と医療者のパートナーシップ」指針
■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・
医療者のパートナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）
・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）
・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。
・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）
・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）
・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）
・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）
・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。
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私
は
俗
に
言
う
オ
タ
ク
と
い
う
存
在
で

す
。
特
に
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
に
関
し

て
は
喋
る
と
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

程
で
す
。
そ
の
中
で
も
最
近
は
モ
ン
ス
タ
ー

ハ
ン
タ
ー
ワ
イ
ル
ズ
に
ド
は
ま
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
ハ
ン
タ
ー
に
な
り
モ
ン

ス
タ
ー
を
狩
り
し
て
装
備
品
を
作
っ
て
ま
た

狩
り
に
行
く
と
い
う
ハ
ッ
ク
＆
ス
ラ
ッ
シ
ュ

要
素
を
持
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
発
売
当
初
か
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
不

足
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
と
し
て

は
ス
ト
ー
リ
ー
の
軸
が
歴
代
の
モ
ン
ハ
ン
よ

り
し
っ
か
り
し
て
い
て
没
入
感
が
得
ら
れ
る

こ
と
や
、
操
作
性
の
良
さ
か
ら
初
心
者
の
方

に
も
お
す
す
め
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

ゲ
ー
ム
は
Ｐ
Ｓ
５
や
ゲ
ー
ミ
ン
グ
パ
ソ
コ
ン

等
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
機
器
で
の
発
売
で
あ
り
圧

倒
的
な
映
像
美
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
自

分
の
分
身
と
な
る
ア
バ
タ
ー
作
成
だ
け
で
も

こ
だ
わ
る
と
数
時
間
奪
わ
れ
る
。
時
間
泥
棒

の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
を
開
始
す
る
ま
で
の
初
期
費
用

が
掛
か
る
こ
と
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
な
い

と
楽
し
さ
を
完
全
に
享
受
で
き
な
い
こ
と
が

ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
が
、
優
美
で
壮
麗
な
世

界
を
冒
険
し
自
然
と
は
人
と
は
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

あ
の
世
界
を
是
非
体
験
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

Ｔ
／
Ａ

　

産
業
革
命
は
18
～
19
世
紀
に
か
け
て
イ

ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、
工
業
化
が
進
ん
だ
社

会
変
革
で
す
。
蒸
気
機
関
の
発
明
や
機
械

化
に
よ
り
生
産
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

経
済
や
社
会
構
造
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
革
命
は
20
世
紀
後
半
か
ら
進

展
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
情
報
処
理
や
通

信
が
劇
的
に
向
上
し
た
変
革
で
す
。
デ
ー

タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
経
済
や
社
会

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
今
ま
さ
に
直
面
し

て
い
る
の
が
「
生
成
Ａ
Ｉ
革
命
」
で
す
。

こ
れ
は
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
テ
キ
ス

ト
、
画
像
、
音
声
、
動
画
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ー
ド
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
律
的
に

生
成
で
き
る
技
術
の
発
展
と
、
そ
れ
に
よ

る
社
会
・
経
済
の
変
革
を
指
し
ま
す
。
特

に
２
０
２
０
年
代
に
入
り
、
深
層
学
習

（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
活
用
し
た

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
や
画
像

生
成
Ａ
Ｉ
が
急
速
に
進
化
し
、
多
様
な
分

野
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
革
命
は
、
産
業
革
命
や

デ
ジ
タ
ル
革
命
を
は
る
か
に
超
え
る
社
会

変
革
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
に
人
間

が
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
危
険
性
す
ら
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
工
業
化

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
は
、
技
術
を
使
い

こ
な
す
の
は
人
間
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
も
と
で
社
会
が
変
革
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
革
命
で
は
、

人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
く
て
も
Ａ
Ｉ

が
自
律
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
人
間
に
し
か
で
き
な
か
っ
た
創

造
的
な
活
動
を
Ａ
Ｉ
が
担
う
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。

　
「
生
成
Ａ
Ｉ
に
で
き
な
い
こ
と
は
な
く

な
る
」
と
も
言
わ
れ
る
な
か
で
、
Ａ
Ｉ
が

人
間
に
近
づ
い
て
い
く
と
、
Ａ
Ｉ
は
「
人

間
」
と
い
う
存
在
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す

る
よ
う
に
な
る
の
か
、
非
常
に
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
を
支
配
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
も
し
Ａ
Ｉ
が
ど
ん
ど
ん
人

間
に
近
づ
き
人
間
の
心
を
持
つ
よ
う
に
な

れ
ば
、
人
間
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
人
間
と
共
存
し
よ
う
と
す
る
は

ず
だ
か
ら
で
す
。

川
﨑　
洋
介

　

編
集
後
記
と
し
て
、
今
月
号
の
記
事

に
ち
な
ん
だ
話
題
で
す
。

　
現
在
の
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
が
発
展
し
、

実
際
に
多
様
な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

最
も
大
き
な
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
「
人

工
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

　

工
学
に
お
い
て
何
か
を
開
発
す
る

際
、
自
然
界
に
あ
る
モ
ノ
を
ヒ
ン
ト
に

開
発
す
る
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
蜂
の
巣
の
構
造
を
ヒ
ン
ト

に
し
た
ハ
ニ
カ
ム
構
造
。
カ
ワ
セ
ミ
の

ク
チ
バ
シ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
新
幹
線
の

先
端
。
サ
メ
の
皮
膚
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

競
泳
用
ボ
デ
ィ
ー
ス
ー
ツ
な
ど
、
多
く

の
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人
工
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
同
様
に
人
間

の
脳
の
構
造
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。情
報
処
理
を
行
う
た
め
に
、

仮
想
上
に
「
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」
と
い
う
単
位

を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
同

士
を
接
続
。
１
つ
め
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
で
処

理
し
た
情
報
を
隣
接
す
る
次
の
ニ
ュ
ー

ロ
ン
に
受
け
渡
し
、
そ
の
情
報
を
更
に

次
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
も
処
理
し
…
と
い
う

よ
う
に
、
浅
い
層
か
ら
深
い
層
に
む
け

て
情
報
処
理
の
連
鎖
を
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
人
間
が
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た

質
問
に
対
し
て
最
終
的
に
高
度
な
返
答

を
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

　

こ
の
構
造
を
開
発
し
た
科
学
者
２
人

は
、
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
の
ヒ
ン
ト
は
、
見
落
と
し
が
ち
な

場
所
に
あ
る
も
の
で
す
ね
。
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次回454号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

5月

リハビリテーションセンターの地域貢献
　　プログラムで櫛形公園の隣の花壇を
　　　　　　　　　みんなで管理しています。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

 １日　防災委員会

 ７日　外来ケアプロセス会議

19日　ACP院内研修
　
23日　看護倫理院内研修

短
夜
や
朝
明
け
る
事
気
持
良
し

	

今
福
　
和
人

連れ
ん
き
ゅ
う
休
の
何ど

こ処
か
遠と
お
で出
で
五さ
つ
き月
向む

き

	

大
森
眞
知
子

大
空
に
孫
の
成
長
託
す
鯉	

カ
ナ
メ

種
子
か
ら
の
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
咲
き
誇
り

妹
さ
ん
と
親
睦
深
め	

惠
風

そ
ら
豆
を
い
り
て
鍋
底
良
い
香
り

	

保
坂
五
十
鈴

高
原
の
新
緑
の
初
夏
涼
風
と

	

渡
辺
　
あ
き

咲
く
花
は
場
所
を
選
ば
な
い

	

渡
辺
奈
美
子


